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宇
治
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
片
上
哲
也
会
長
）
は
二
月
十
四

日
、
池
本
市
長
に
「
昭
和
六
十
一
年
度
保
険
料
に
つ
い
て
、
保
険
料
率
は

据
え
置
き
、
賦
課
限
度
額
を
現
行
三
十
五
万
円
か
ら
三
十
七
万
円
に
改
定

す
る
こ
と
が
妥
当
」
と
答
申
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
尊
重
し
、

国
保
財
政
の
健
全
化
へ
努
力
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▲片上哲也会長(左)から答申書を受け取る池本市長

最
高
限
度
額
3
7
万
円
に

保
険
料
率
は
据
え
置
き

　
国
民
健
康
保
険
事
業
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
全
国
的
に
見
て
も
非

常
に
厳
し
い
も
の
で
す
。
と
り

わ
嬉
落
市
で
は
、
昭
和
五
十
九

年
度
で
四
億
六
千
三
百
万
円
と
い

’
又
き
条
呆
珀
忌
こ
と
に

な
り
、
六
十
年
度
か
ら
、
保
険
料

率
を
二
〇
％
、
賦
課
限
度
額
を
三

十
万
円
か
ら
三
十
五
万
円
に
引
き

上
げ
る
と
い
う
内
容
の
保
険
料
改

定
か
仔
い
ま
し
た
。
更
に
、
レ
セ

プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
の
点

検
強
化
や
医
療
費
通
知
の
充
実
な

ど
の
医
療
費
適
正
化
対
策
、
保
険

料
収
納
率
の
向
上
対
策
な
ど
の
ほ

か
、
市
議
会
の
京
都
府
陳
情
、
市

長
の
厚
生
省
陳
情
、
医
師
会
や
病

院
関
係
者
と
の
医
療
費
問
題
懇
談

会
の
開
催
な
ど
異
例
の
取
り
組
み

を
し
、
財
政
健
全
化
敬
驚
て
来

ま
し
た
。

　
し
妬
し
、
退
職
者
医
療
制
度
の

創
設
に
見
命
昌
庫
補
助
率
の
大

幅
削
減
の
影
響
、
医
療
費
の
大
幅

　
高
騰
を
続
け
る
’
医
療
費
・
：
四
月
か
ら
十
二
月
の
平
均

で
は
、
前
年
と
比
ベ
ー
三
％
も
の
伸
び
と
な
っ
て
お
り
。

当
初
見
込
み
の
八
％
を
大
き
く
上
回
り
、
回
保
会
計
赤

字
の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最近の月別医療費の伸び率

　　　　　　　　　　(前年同月比)
(％)

な
伸
び
な
ど
に
よ
り
、
六
十
年
度

も
約
三
億
六
千
万
円
（
単
年
度
）

の
赤
字
が
出
る
見
込
み
で
、
累
績

で
は
八
億
円
を
超
す
大
き
な
赤
字

と
な
り
ま
す
。
更
に
、
こ
の
ま
ま

推
移
す
る
と
、
六
十
一
年
度
で
も

二
億
円
か
超
す
赤
字
か
予
測
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
国
保
運
営

協
議
会
に
国
保
財
政
の
健
全
化
、▲写真はi 60年３月１日の34周年記念

　式典（文化会館で）
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特
に
保
険
料
の
在
り
方
に
つ
い
て

諮
問
し
、
答
申
を
営
け
た
も
の
で

す
。

　
　
医
療
費
適
正
化

　
　
対
策
を
要
望

　
運
営
協
議
会
で
は
、
前
後
四
回

の
協
議
会
と
三
回
の
小
委
員
心
一
を

開
き
、
協
議
し
た
結
果
、
「
財
政

収
支
の
不
足
額
か
蚕
一
て
被
保
険
者

だ
け
に
負
わ
せ
る
こ
と
は
海
け
る

べ
き
で
あ
り
、
医
療
費
の
適
正
化
、

被
保
険
者
教
育
等
に
よ
り
、
将
来

に
わ
た
っ
て
国
保
事
業
の
健
全
運

営
か
運
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
具

体
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
こ
ラ
し
た
観
点
か
ら
、

六
十
一
年
度
保
険
料
に
つ
い
て
、

保
険
料
率
は
据
え
置
き
、
賦
課
限

度
額
は
地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
男
竹
三
十
五
万
円

を
三
十
七
万
円
に
改
定
す
る
こ
と

が
妥
当
と
考
え
る
」
と
の
答
申
が

出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
要
望
事
項
と
し
て
、
①

医
師
会
や
病
院
関
係
者
と
の
話
し

合
い
や
、
適
正
医
療
に
つ
い
て
関

係
機
関
へ
指
導
要
請
奪
恚
な
ど

の
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進
②

被
保
険
者
へ
の
啓
発
③
国
・
府
へ

の
補
助
金
増
額
の
要
望
④
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
の
増
額
⑤
予

防
を
中
心
と
し
た
保
健
対
策
⑥
レ

セ
プ
ト
点
検
や
収
納
率
の
向
上
対

策
の
強
化
－
に
つ
い
て
取
り

組
む
こ
と
が
付
記
洽
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
尊
重
し

て
、
賦
課
限
度
額
を
三
十
七
万
円

に
改
定
す
る
条
例
改
正
案
と
、
こ

れ
に
毫
つ
く
予
算
案
か
去
る
二
月

二
土
〈
日
開
島
一
の
三
月
定
例
市
議

会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
運
営
協
議
公
一
か
ら
の
要

望
事
項
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
踏
み
込
ん
だ
取
り

組
み
か
逗
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
府
下
一
斉
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
推
進
強
化
活
動
が
四
月

五
日
ま
刄
‐
わ
れ
ま
す
。
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
か
着
用
し
て
身
の
安

全
を
守
り
、
安
全
運
転
聚
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　
　
〈
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い

あなたの身を守る

　　シートベルト
斗ニJ-

'''*み';

着
ｍ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　
①
大
＜
l
t
)
V
＝
＼
ク
ラ
イ
’
ニ
ン
グ

さ
せ
ず
、
シ
ー
ト
に
深
く
腰
掛

け
る
②
腰
ベ
ル
ト
は
骨
盤
か
巻

く
ぶ
っ
に
③
肩
ベ
ル
ト
は
片
方

の
肩
の
中
央
に
、
首
に
掛
か
ら

な
い
よ
ｙ
つ
に
す
る
。
④
ベ
ル
ト

は
ね
じ
れ
な
い
ぷ
つ
に
す
る
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

と
、
事
故
が
起
き
た
時
に
ハ
ン

ド
ル
等
で
胸
を
打
っ
た
り
、
フ

ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
頭
を
ぷ
つ
け

た
り
、
車
外
に
投
げ
出
さ
れ
る

の
か
防
ぐ
こ
と
が
出
来
未
了
。

ま
た
、
正
し
い
運
転
姿
勢
を
と

る
こ
と
が
出
来
る
ぷ
つ
に
な
り

事
故
を
未
然
に
覗
辰
男
を
少

な
く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

転
落
や
炎
上
の
原
因
と
な
る
衝

撃
か
巨
旨
寺
り
、
負
傷
や
気

絶
を
防
い
で
脱
出
す
る
こ
と
が

出
来
ま
１
　
。
（
交
通
労
政
課
）

〈シートベルトを締めていないと〉

●ハンドルなどで胸を打つ

●フロントガラスに頭をぶつける
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自
治
功
労
者
な
ど
表
彰

　
三
月
一
日
は
、
三
十
五
回
目
の

市
制
施
行
記
念
日
で
す
。

　
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
宇
洽
市
は

昭
和
二
土
〈
年
に
誕
生
。
人
口
も

今
や
土
ハ
亙
八
干
八
と
な
り
、
府

南
部
の
中
核
都
市
と
し
て
着
実
に

発
展
忿
琢
そ
い
未
丁
。

　
本
年
は
、
「
み
戸
耳
豊
か
な
住

み
た
い
、
住
ん
で
卜
影
っ
た
都
市
」

づ
く
り
を
基
本
理
念
と
す
る
第
二

次
総
合
計
回
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で

あ
り
、
六
十
三
年
京
都
国
体
に
向

け
て
も
実
行
段
階
に
入
っ
て
い

ま
す
。
更
に
、
国
際
平
和
年
の

こ
と
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
国
ヌ
ワ
ラ

エ
リ
ヤ
市
と
、
中
国
或
陽
市
と
の

友
好
都
市
提
携
を
交
わ
す
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
で
。

　
こ
ラ
し
た
中
で
、
本
日
三
月
一

日
に
、
又
化
会
館
曹
昌
功
労
者

や
篤
志
者
の
表
彰
、
感
謝
状
の
贈

呈
な
べ
市
制
施
行
三
十
五
周
年

の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
康
７
．
今

回
、
表
彰
と
感
謝
状
を
深
け
ら
れ

る
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
自
治
功
労
者

　
秋
月
賢
治
　
浅
井
厚
徳

　
加
藤
吉
辰
　
川
口
信
博

汲

一行

聖

一男

庄
司

洋

　
高
原
孜
行

　
西
川
善
通

▽
篤
志
者

菅
野
多
美
子

提
　
武
彦

平
岡
久
夫

　
松
阪
廣
一
　
信
田
利
之

　
大
洋
エ
ス
テ
ー
ト
株
式
心
一
社

　
谷
　
信
久

▽
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
長
・
組
合

　
北
兄
源
太
郎

　
伍
町
・
新
田
・
宮
中
各
納
税
貯

　
蓄
組
合

▽
永
年
勤
続
職
員

高高細木田川

経　芳子実郎

尾九高
藤重木

洋義俊
子冨彦

石
川
悦
子

細
川
敏
彦

大
橋
豊
一

小
笠
原
庄
平

坪
倉
キ
ョ
子

下
岡
安
一

奥
　
紀
夫

山田

洋
司

奇

曼

野
Ｕ

奥

學

Ｍ

季

一
原

保

清
原
重
光
　
金
子
　
勇

西
村
義
彦
　
上
村
典
樹

菊
川
俊
輔
　
寺
下
恵
一
郎

山
本
幸
子
　
飯
田
喜
代
子

〈
感
謝
状
贈
呈
者
〉

芦
田
　
豊
ほ
か
四
十
一
名

宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
で
表
彰

　
優
秀
選
手
な
ど
１
０
人
に

　
昭
和
六
十
年
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ

賞
の
被
表
彰
者
が
、
こ
の
程
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
市
ス

ポ
ー
ツ
賞
表
彰
要
綱
に
基
づ
き
、

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
人
や
団
体
、
ま
た

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興

に
貢
献
し
た
人
や
団
体
に
対
し
て

行
う
も
の
で
、
関
係
機
関
、
団
体

か
ら
推
薦
さ
れ
た
人
や
団
体
蔵

市
ス
ポ
ー
ツ
寫
學
晏
員
会
の
選

考
奎
経
て
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
年
に
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
皆

さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
▽
特
別
栄
誉
賞
の
部
・
：
和
田
安

治
（
財
団
法
人
宇
治
市
体
育
協
会

心
一
長
と
し
て
、
広
く
本
市
の
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
競
技
力
の

向
上
に
尽
力
）
。

　
▽
優
秀
選
手
の
部
・
：
大
陸
衿

　
（
第
4
0
回
国
体
陸
上
競
技
少
年
Ａ

尾

方
弘
二
（
第
4
0
回
国
烋
幸
道
少

年
男
子
組
手
の
部
二
位
）
、
尾
崎

和
代
（
第
3
3
回
全
日
本
実
業
団
対

抗
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
女
子
砲

丸
投
げ
二
位
）
、
桂
知
江
（
第
1
2

回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
女
子
八
百
μ
僊
蒔
）
、
塩

田
竺
　
（
昭
和
六
十
年
度
全
日
本

フ
。
４
Ｉ
ル
ド
選
手
権
大
会
二
位
）
、

山
田
μ
也
（
第
4
0
回
国
体
レ
ス
リ

ン
グ
少
年
の
部
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

ス
タ
イ
ル
6
0
a
グ
ラ
ム
級
優
勝
）
。

　
▽
功
労
者
の
部
・
：
荻
野
由
信
（

宇
治
高
等
学
校
陸
上
競
技
部
監
督

と
し
で
選
手
の
育
成
・
強
化
に
努

め
、
多
く
の
優
秀
な
選
手
の
育
成

に
尽
力
）
、
笠
鳴
教
瑞
（
宇
治
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
と
し
て
、

青
少
年
の
体
育
・
ス
ザ
ー
ツ
活
動

の
普
及
振
興
に
尽
力
）
、
坂
田
耕

作
（
宇
治
市
体
育
指
導
委
員
と
し

て
市
民
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普

菖
綴
に
尽
力
）
。

　
な
お
、
表
形
式
は
三
月
一
日
、

市
制
施
行
三
十
五
周
年
記
念
式
典

の
中
で
行
わ
れ
ホ
チ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

市
制
施
行
3
5
周
年
記
念
式
典
（
3
月
1

日
）

大
幅
赤
字
の
国
保
会
計

運営協議会

が市へ答申

3月１日



(その121)

　
本
市
の
西
部
に
は
、
住
宅
地

や
田
園
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る

が
、
も
と
も
と
こ
の
地
域
は
激

々
（
び
ょ
う
び
ょ
う
）
と
し
た

巨
椋
（
お
ぐ
ら
）
池
で
あ
っ
た
。

　
巨
椋
池
は
、
宇
治
川
や
木
津

川
な
ど
の
河
川
を
集
め
て
淀
川

へ
流
出
さ
せ
、
遊
水
池
と
し
て

の
機
能
を
果
た
す
と
共
に
、
淀

と
東
宇
治
を
結
ぶ
交
通
路
で
も

あ
っ
た
。
こ
の
池
は
、
文
禄
三

年
（
一
五
九
四
）
、
豊
臣
秀
吉
が

向
島
―
小
倉
・
向
島
－
宇
治
間

な
ど
に
堤
を
築
い
て
以
采
、
次

第
に
変
容
。
昭
和
初
期
に
は
、

つ
い
に
干
拓
さ
れ
消
滅
し
て
し

ま
っ
た
。

　
江
戸
時
代
、
巨
椋
池
の
周
辺

に
は
前
回
で
述
べ
た
桐
島
村
の

外
、
小
倉
村
、
伊
勢
田
村
、
安

田
村
、
大
久
保
村
、
広
野
村
が

点
在
し
て
い
た
。
こ
の
内
広
野

村
は
、
広
野
新
田
と
も
呼
ば
れ
、

土
ハ
世
紀
末
に
完
成
し
た
大
和

街
道
沿
い
の
集
落
で
あ
る
。

　
各
村
の
村
高
は
、
小
倉
村
と

伊
勢
田
村
が
千
石
を
超
え
、
大

保
村
と
広
野
村
は
淀
瀋
領
で
あ

っ
た
。
本
市
域
の
宇
治
川
西
部

は
幕
府
領
が
多
い
の
で
あ
る
が
、

大
久
保
と
広
野
の
二
村
だ
ほ
は

藩
政
村
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
村
々
の
牛
活
は
、

巨
椋
池
の
水
辺
に
位
置
し
て
お

り
、
当
然
こ
の
池
と
深
い
か
か

わ
り
を
痔
っ
て
い
た
。
池
に
繁

し
い
も
あ
ら
い
）
（
久
御
山
町
）

と
共
に
巨
椋
池
の
漁
業
権
か
肴

し
て
い
た
。
安
政
四
年
（
一
七
五

七
）
の
記
録
で
は
、
鮒
（
ふ
な
）
千

二
百
Ｊ
‘
グ
ラ
ム
、
鯉
（
こ
い
）
二

百
♂
グ
ラ
ム
、
鰻
（
シ
な
き
）
四

百
Ｊ
グ
ラ
ム
、
屹
（
な
ま
ず
）
二

百
Ｊ
グ
ラ
ム
、
雑
魚
二
千
♂
グ

ラ
ム
の
漁
獲
が
あ
っ
た
と
言
う
。

巨
椋
池
水
辺
の
村
々

久
保
村
、
広
野
村
が
八
百
石
前

後
、
安
田
村
は
百
五
十
八
石
余
’

と
少
な
か
っ
た
。
こ
の
地
域
は
、

安
田
村
か
殴
け
ば
、
中
位
の
村

々
が
展
開
し
て
い
た
と
言
え
よ

　
ま
た
、
伊
勢
田
村
と
安
田
村

は
幕
府
領
で
あ
っ
た
。
小
倉
村

は
大
半
が
幕
府
領
で
あ
っ
た
が
、

旗
本
領
と
寺
領
も
あ
り
、
大
久

茂
し
て
い
る
悶
（
あ
し
）
は
牛
活

用
具
の
材
料
と
な
り
、
魚
貝
類

や
鳥
類
は
食
用
と
な
っ
た
。
ま

た
、
六
月
に
開
花
す
る
蓮
（
は

す
）
の
花
は
、
夢
幻
的
な
美
し

さ
で
牛
活
に
安
ら
添
与
兄
だ

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
特
に
、
小
倉
村
は
弾
正
（
だ
ん

じ
ょ
う
）
町
や
三
栖
（
み
ｙ
）
（
京

都
市
伏
見
区
）
、
東
一
口
（
ひ
が

3月7日から宇治公民

館で

　
従
来
か
ら
の
活
動
発
表
会
を
発
展

さ
せ
て
、
今
年
か
ら
。
宇
治
公
民
館

ま
つ
り
”
が
ス
タ
ー
ト
。
展
示
、
集

い
の
部
共
、
楽
し
い
催
し
で
い
っ
ぱ

い
。
模
擬
店
も
あ
り
ま
す
。
多
数
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

詳
し
く
は
、
宇
治
公
民
館
（
豊
⑥
2

8
0
4
）
　
へ
。

　
こ
の
ぷ
っ
に
、
巨
椋
池
は
住

民
の
忠
原
画
し
て
い
た
が
、

そ
の
半
面
。
洪
水
に
よ
る
災
害

が
牛
活
を
脅
か
し
た
こ
と
も
再

三
で
あ
っ
た
。
伊
勢
田
村
の
枝

郷
新
田
村
で
は
、
水
害
で
田
畑

の
収
穫
が
壊
滅
し
、
無
年
貢
と

い
ラ
年
も
あ
っ
た
。
他
村
も
大

な
り
小
な
り
被
害
夕
彼
り
、
水

辺
の
村
々
は
常
に
水
と
戦
い
続

け
て
い
た
と
言

っ
て
も
、
過
言

で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
四

回
に
わ
た
り
、

江
戸
時
代
の
宇

治
を
四
地
域
に

忿
吊
述
べ
て

来
た
。
宇
治
の

各
村
々
は
、
交

通
、
地
形
、
風

俗
、
古
く
か
ら

の
産
業
な
ど
で
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴

の
あ
る
変
化
を

遂
げ
て
来
た
。

４
巨
椋
池
干
拓
地
に
広
が
る
住
宅

そ
れ
ら
村
々
の
結
び
付
き
や
村

の
構
造
、
人
々
の
彰
洒
に
つ
い

て
、
掘
り
下
げ
て
行
け
ば
行
ぐ

程
、
興
味
深
い
事
実
が
発
見
出

来
る
は
ず
で
あ
る
。

　
宇
治
の
歴
史
か
詳
述
し
て
い

る
『
宇
治
市
史
』
全
六
巻
（
第

二
巻
は
品
切
れ
。
今
春
再
版
予

定
）
と
、
弥
生
時
代
か
ら
現
在

ま
で
の
歴
史
を
事
象
別
に
述
べ

た
「
宇
治
市
史
年
表
」
は
、
歴
史

資
料
館
（
酋
⑩
1
3
1
1
）
で
発

売
中
。
各
巻
共
、
四
千
円
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

模擬店のご案内

　
六
十
一
年
度
の
宇
治
市
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
・
雲
瓦
Ｉ
栄
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
活
動
は
。
消

費
者
問
題
の
研
究
、
学
習
会
、
小

売
物
価
な
ど
の
調
査
。
工
場
な
ど

の
施
設
見
学
も
行
い
ま
す
。
会
合

は
、
月
に
一
回
程
度
で
す
。

　
消
費
生
活
に
関
心
が
あ
る
人
は
、

ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
応
募
資
格
・
・
・
市
内
の
市
場
や

小
売
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
″
ト

で
日
常
の
買
い
物
か
ず
る
、
市
内

宇治市少年少女合唱団

団員を募集

3月3日～8日

市
教
育
委
員
会
で
は
、
宇
治
市

在
住
の
2
0
～
6
0
歳
の
女
性
（
た
だ

し
、
以
前
に
公
的
機
関
の
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
や
乙
れ
に
類
す
る
経

験
の
な
い
人
）
▼
募
集
人
数
・
・
・
2
5

人
▼
謝
礼
（
年
額
）
・
・
七
千
円
▼
申

し
込
み
…
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
（
生
年
月
日
も
）
、
電
話
番
号
、

職
業
の
有
無
忿
明
記
し
、
３
月
1
0

日
側
ま
で
に
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
・

市
役
所
商
工
観
光
課
（
豊
⑩
3
1

4
1
）
へ
。
電
話
で
も
可
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

少
年
少
女
合
唱
団
員
（
第
八
期
生
）

を
募
集
。
歌
に
情
熱
忿
持
つ
児
童

m
め
て
い
未
了
。

　
▼
応
募
資
格
・
：
市
内
に
在
住
し
、

6
1
年
ｔ
月
で
小
学
校
４
年
生
と
な

る
児
童
▼
活
動
・
・
・
毎
週
土
曜
日
午

後
か
ら
の
定
期
練
習
の
外
、
各
種

発
表
会
や
演
奏
会
へ
の
参
加
、
春

季
ハ
イ
キ
ン
グ
、
夏
期
合
宿
な
ど

▼
募
集
人
数
・
・
・
3
0
人
（
定
員
欠
越

え
た
場
合
は
、
申
し
込
み
者
全
員

を
対
象
に
抽
選
）
▼
募
集
期
間
・
・
・

３
月
３
日
囲
か
ら
８
日
出
の
正
午

ま
で
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
・
・
社
会
教
育
課
（
酋
⑩
3
1
4
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

●コーヒーコーナー

　　　　　(コーヒーとクッキー)〔10〔〕円〕

　　７日出~9日(口)、14日出～16日(口)

　　午前10時～午後３時(ただし, 7日は

　　午後１時~3時)

●カレーライス〔200円〕

　　７日出、正午～午後２時

●おにぎりとみそ汁〔250円〕

　　９日(日)、午前11時～午後２時

●抹茶と和菓子〔200円〕

　　14日圏、午前11時～午後４時

●ぜんざい〔150円〕

　　16日(口).午前11時～午後２時

●きつねうどんC200円〕

　　16日(日)、午前u時～午後２時

※前売り券は宇治公民館へ。当日券もあり

　ます。コーヒーコーナーは当日券のみ。

広
げ
よ
う
！
創
る
よ
ろ
こ
び
集
う
た
の
し
さ

＝
テ
ー
マ

中央図書館　児童書コーナー

PI KKA　PIKA　PI KKA　PI KA

４月27日

(日)まで

　｢学校｣に関す

る児童書の特別

展示と貸し出し。

一席350円

562

市営茶室

特別展示

゛ピッカピカの○年生

　　　　がっこうの本、

宇
治
市
史
の
窓

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
　
3
月
1
0

日
ま
で

第1回宇治公民館まつり

対
鳳
庵
が
開
席

優良公民館文部大臣賞受賞記念



利
用
者
を
募
集

３
月
1
0
日
ま
で
に
福
祉
課
へ

伊勢田

61区画

　
市
で
は
、
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
対
策
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
老
人
園
芸
ひ

ろ
ば
」
を
市
内
五
ヵ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
程
、
伊
勢
田
老
人
園
芸
ひ

ろ
ば
で
、
期
間
満
了
に
伴
う
利
用
者
の
再
募
集
を
行
い
ま
す
。
「
老
人
園
芸
ひ

ろ
ば
」
は
、
野
菜
や
花
づ
く
り
を
通
し
て
健
康
を
保
ち
、
お
年
寄
り
相
互
の
交

流
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
、
現
在
、
約
三
百
五
十
人
が
利
用
、

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
土
を
耕
す
こ
と
で
健
康
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
手
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

～中高年の健康を考える～

健康フェス

ティバル

３月15日・中央公民館ほかで

▲土に親しみ健康づくりを(2月20日､一伊勢田老人園芸ひろばで)

　
働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
、
お
に

さ
ん
、
自
分
と
家
族
の
健
康
牽
守

る
た
め
に
、
健
凩
つ
く
り
の
正
し

い
知
識
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
壮
年
期
か
ら
の
健
辰
つ
く
り
と

心
身
共
に
健
や
か
に
過
ご
す
た
め

の
知
識
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、

　
「
健
康
フ
ェ
ス
テ
″
バ
ル
」
を
開

　
利
用
を
ご
希
望
の
人
は
、
次
の

要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
利
用
出
来
る
人
）

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
6
1

　
年
４
月
１
日
現
在
で
満
印
歳
以

　
上
の
人
。
他
の
考
人
園
芸
ひ
ろ

　
ば
を
莉
用
し
て
い
な
い
人
。

　
（
と
こ
ろ
・
区
画
数
）

　
伊
勢
田
老
人
園
芸
ひ
ろ
ぽ
（
伊

　
勢
田
町
毛
治
）
・
6
1
区
画
。
Ｉ

　
区
画
は
1
0
平
方
メ
ー
ト
ル
（
Ｉ

　
世
帯
に
付
き
ｔ
区
画
に
限
る
）
。

　
（
利
用
期
間
〉

　
6
1
年
４
月
１
日
か
ら
Ｇ
年
３
月

　
1
5
日
ま
で
の
約
２
年
間
。

　
（
申
し
込
み
〉

　
３
月
１
日
出
か
ら
1
0
日
囲
ま
で

催
し
示
ｙ
。
お
誘
良
Ｂ
せ
の
上
、

多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
・
・
３
月
1
5
日
出
、
正
午
～

　
午
後
４
時
半
。

▽
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
・
文
化

　
会
館
（
折
居
台
Ｉ
Ｔ
目
、
文
化

　
セ
ン
タ
ー
内
）
。

▽
内
容
…
第
１
部
ｌ
健
康
・
食
生

A市Sスポーツまつりでの健康相談コー

　ナー（60年to月10日、太陽が丘）

に
、
必
ず
本
人
が
印
鑑
か
痔
っ

て
、
福
祉
事
務
所
福
祉
課
ま
で

お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
５
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
、
結
果
を
個
人
に
通
知
し
ま

す
。
詳
し
ぐ
は
福
祉
事
務
所
福

祉
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま
で

お
問
い
m
＼
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

お
知
ら
せ

　
教
育
委
員
会
で

　
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

　
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
職
種

の
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
夕
募
集
し

乖
丿
。

　
〈
幼
稚
園
教
諭
〉

　
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
か
肴
し
、

　
実
務
経
験
の
あ
る
人
。

　
〈
贅
護
職
員
〉

　
看
護
婦
、
保
健
婦
、
養
護
教
諭

　
の
内
、
い
ず
れ
か
の
免
許
を
有

　
す
φ
人
。

　
〈
幼
稚
園
小
・
中
学
校
用
務
員
〉

　
性
別
は
、
問
い
ま
せ
ん
。

　
享
－
募
は
、
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
ほ

っ
て
３
月
７
日
倒
ま
で
に
、
教
育

委
員
会
総
務
課
へ
提
出
し
て
ぐ
だ

活
相
談
と
パ
ネ
ル
展
示
（
問
診
・

血
圧
測
定
、
体
力
測
定
、
身
体

測
定
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ

る
食
牛
活
診
断
、
栄
養
指
導
、

お
や
つ
の
展
示
と
試
食
、
歯
の

個
別
相
談
と
保
健
指
導
）
、
第

２
部
―
講
演
（
午
後
Ｌ
時
半
か

伊
勢
田
町
ウ
ト
ロ

　
和
田
　
加
奈
ち
ゃ
ん

さ
い
。
詳
に
｝
ぐ
は
、
教
育
委
員
会

総
務
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
お

問
い
<
l
ｔ
ｔ
Ｃ
ｆ
ｅ
)
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
：
３
月
９
日
間
一
、
午
前

９
時
京
阪
六
地
蔵
駅
前
男
￥
コ

ー
ス
・
：
京
阪
六
地
蔵
駅
前
以
東
野

↓
牛
尾
観
音
↓
上
醍
醐
↓
三
宝
院

　
（
解
散
）
の
約
1
3
J
▼
準
呑
Ｄ

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な
ど
。
交
通

費
は
各
自
負
担
▼
問
い
合
わ
せ
…

木
村
長
次
さ
ん
（
酋
0
3
6
3
3
）

へ
。

　
参
加
者
に
は
、
参
加
賞
を
進
呈

し
手
。

　
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
、
３
月

ら
「
中
高
年
Ｑ
心
の
健
康
～
健

や
か
に
老
い
る
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
京
都
教
育
大
学
教
授
、
蜂

須
賀
弘
久
さ
ん
が
講
演
）
。
映
画

　
（
午
後
３
時
か
ら
「
ふ
る
さ
と
」

神
山
征
二
郎
監
督
・
脚
本
、
加

藤
喜
、
樫
山
文
枝
他
出
演
）
。

自

１

自

自

自

１

１

　
歯
の
健
康
教
室

　
歯
槽
膿
漏
（
１
　
そ
う
の
う
る
コ
）

は
、
二
十
歳
代
か
ら
発
病
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
ｙ
。
健
康
な
歯
と

歯
ぐ
き
を
守
る
た
め
に
、
歯
槽
膿

漏
の
予
防
と
チ
エ
″
ク
の
方
法
を

学
び
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
６
日
閑
、
午
後

１
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
▼
テ
ー
マ
・
・
・
歯
槽

膿
漏
の
予
防
と
チ
エ
″
ク
大
祓
▼

講
師
…
歯
科
医
師
、
久
富
明
宏
さ

ん
。

　
婦
人
の
健
康
教
室

　
食
牛
活
の
大
切
さ
を
学
び
重
ｙ

　
▼
と
き
・
：
３
月
1
8
日
叫
、
午
後

Ｌ
時
半
ト
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
保

健
医
原
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
向
か

い
側
）
▼
テ
ー
プ
：
心
と
体
を
ほ

・
・
ぐ
ぐ
な
昂
涵
▼
講
師
…
ほ
性
史

　
・
母
性
問
題
研
究
家
、
山
崎
万
里

さ
ん
。
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　かなちゃんはおてんば。目を離

ずと１人で階段を上ります。元気

な優しい子に育ってね。

　この欄に掲載するお子ぶん（EQ

年３月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

1
6
日
面
に
順
延
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
父
親
が

　
重
度
障
害
者
の
ご
家
庭
へ

　
「
児
童
扶
養
手
当
」
は
、
一
般

の
母
子
家
庭
だ
け
で
な
く
、
父
親

が
重
度
の
障
害
者
で
あ
る
家
庭
も
、

受
給
資
格
の
認
福
聚
が
出
来
ま

す
。
さ
て
、
こ
の
た
び
国
民
年
金

法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
父
親

が
国
民
年
金
の
障
害
福
祉
年
金
、

ま
た
は
障
害
年
金
か
受
給
し
て
い

る
家
庭
に
つ
い
て
は
、
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
「
児
童
扶
養
手
当
」

の
認
定
請
求
を
し
な
い
と
、
以
後

請
求
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。
（
福
祉
課
）

　
や
ま
ぶ
き
学
級

　
～
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
集
い
～

　
や
ま
ぷ
き
学
級
は
、
仲
間
の
交

流
か
深
悛
写
の
が
目
的
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

　
設
立
1
0
周
年
記
念
大
会

　
宇
治
ボ
ラ
ン
テ
。
Ｊ
ア
バ
ン
ク
の

設
立
十
周
年
を
記
念
し
て
、
大
会

を
開
海
歪
す
。
ふ
礒
ま
ｙ
ま
す
地

域
に
根
ざ
し
た
錨
智
逢
め
る
た

み
ん
な
で
仲
良
く
楽
１
　
Ｉ
、
体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
。
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
３
月
2
3
日
㈱
、
午
後

１
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…
小
倉

松
園
ボ
ウ
ル
▼
対
象
…
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
め
て
い
る
心
４
障
害

者
で
、
義
務
教
育
か
終
了
し
養
護

学
校
へ
通
学
中
で
な
い
人
▼
定
員

・
・
・
2
5
人
▼
参
加
費
・
・
・
六
百
円
▼
申

し
込
み
…
３
月
1
4
日
廊
ま
で
に
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
。

　
な
お
、
介
助
か
必
要
と
す
る
障

害
者
に
は
、
保
護
者
の
同
伴
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
社
会
保
険
相
談
専
門
員
が
、
年

金
や
健
康
保
険
な
ど
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま

原
笙
子
さ
ん
が
講
演

　
　
３
月
1
4
日
・
文
化
会
館
で

　
宇
治
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会
で

は
、
同
協
議
必
一
結
成
三
周
年
と
国

連
婦
人
の
十
年
の
最
終
年
、
婦
人

参
政
権
四
十
周
年
を
記
念
し
、
「
婦

人
講
演
？
を
開
き
ま
す
。
こ
の

講
演
会
で
は
、
婦
人
の
地
位
向
上

と
教
養
奮
四
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
舞
楽
指
導
者
の
原
笙
子
さ
ん

が
、
自
ら
の
体
験
を
通
じ
て
、
人

生
観
を
語
り
乖
ｙ
。

め
に
も
、
多
く
の
人
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
３
月
２
日
㈲
、
午
後

１
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合

福
祉
会
館
▼
内
容
・
：
第
１
部
＝
式

典
、
第
２
部
＝
講
演
（
テ
ー
マ
・
講

師
・
：
「
本
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
す

す
め
」
・
福
祉
教
育
研
究
心
一
、
木

原
孝
久
さ
ん
）
。

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
陶
芸
教
室

　
▼
と
き
・
内
容
…
３
月
９
日
間
、

午
前
1
0
時
～
正
午
Ｌ
土
ひ
ね
り
、

3
0
日
剛
、
午
後
１
時
ｙ
３
時
＝
彩

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
３
月
1
4
日

面
＝
太
陽
神
戸
銀
行
宇
治
支
店
会

議
室
（
近
鉄
小
倉
駅
前
）
、
2
8
日

面
＝
広
野
公
民
分
館
、
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
消
費
生
活
講
演
会

　
「
考
え
て
み
よ
う
貯
蓄
四
仕
方
」

　
教
育
、
結
婚
、
老
後
の
生
活
設

計
の
た
め
に
、
貯
蓄
の
方
法
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

　
▼
と
き
・
：
３
月
５
日
伽
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
公

民
館
▼
テ
ー
マ
・
：
考
え
て
み
よ
う

貯
蓄
の
仕
方
▼
講
師
：
山
一
証
券

経
済
研
究
所
、
鈴
木
利
邦
さ
ん
▼

主
催
…
宇
治
市
消
費
者
団
体
連
絡

心
一
▼
問
い
合
わ
せ
…
商
工
観
光
課

　
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
当
日
、
保
育
あ
り
未
了
。
ご
利

　
多
数
お
誘
い
〈
Ｂ
せ
の
上
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
３
月
1
4
日
廊
、
午
後

Ｌ
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…
文
化

会
館
小
ホ
ー
ル
（
折
居
台
１
丁
目
・

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
▼
講
師
…
原

笙
子
さ
ん
。

　
入
場
は
無
料
で
す
か
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。
入
場
整
理
券
は
、

各
地
域
の
婦
人
会
役
員
ま
た
は
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
。

　
開
場
は
、
午
後
零
時
半
か
ら
で

す
。
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

一
。
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
。
。
。
…
…
…
。
…
…
…
…
…
。
Ｊ

］
　
　
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
戦
後
の
混
乱
期
に
家
出
を
繰
り
返
し
、
不
良
少
女
・
’
１
１
１

親
不
幸
娘
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
本
物
の
舞
に
触
　
一

れ
て
立
ち
直
り
、
舞
楽
指
導
者
と
し
て
後
進
の
養
成
、
本
　
一

格
的
な
海
外
公
演
を
目
指
し
て
現
在
活
躍
中
。
　
　
　
　
一

色
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会
館
▼

対
象
・
：
在
宅
障
害
者
▼
指
導
…
長

谷
川
毘
さ
ん
ｙ
費
用
…
約
百
円

　
（
材
料
費
）
▼
持
ち
物
・
：
エ
プ
ロ

ン
ー
タ
オ
ル
▼
申
し
込
み
・
・
・
３
月

５
日
困
ま
で
に
。

　
車
い
す
利
用
者
の

　
民
族
学
博
物
館
見
学
会

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
1
6
日
㈲
、
午
前

1
0
時
集
合
、
午
後
６
時
解
散
、

い
ず
ひ
趾
答
福
祉
心
一
館
前
で
▼

行
き
先
・
・
・
国
立
民
族
学
博
物
館
（

大
阪
吹
田
、
万
博
公
園
内
）
▼
対

象
…
車
い
す
か
莉
用
し
て
い
今
人

用
く
だ
さ
い
。
（
商
工
観
光
課
）

　
職
業
訓
練
生
を
募
集

　
中
高
年
齢
者
、
離
・
転
職
者
の

就
職
か
促
進
す
る
た
め
に
、
職
業

訓
練
生
忿
雰
集
し
ま
す
。

　
▼
訓
練
科
目
・
：
機
械
・
塗
装
・

自
動
車
整
備
・
建
築
物
衛
生
管
理
・

金
型
・
電
子
機
器
・
電
気
工
事
・

バイクの廃車届は確実

に

　
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
奎
廃
車
、

譲
渡
、
紛
失
（
盗
難
な
ど
に
よ

る
）
し
た
り
、
住
所
を
変
更
し

た
場
合
は
、
届
け
出
が
必
要
で

す
。
ま
ぢ
于
続
き
の
済
ん
で
い

な
い
人
は
三
月
末
ま
で
に
済
ま

せ
て
ぐ
だ
さ
い
。
届
け
出
を
し

て
い
な
い
と
持
っ
て
い
な
い
の

に
税
金
の
通
知
か
受
け
る
こ
と

に
な
り
求
了
。

　
手
続
き
は
簡
単
で
、
時
間
も

か
か
り
ま
せ
ん
。
要
領
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
▽
新
規
登
録
・
転
入
・
市
外

か
ら
の
譲
受
・
・
・
販
売
確
認
書
ま

▼
費
用
・
：
約
六
百
円
（
交
通
費
・
入

館
料
・
昼
食
代
を
含
Ｕ
）
▼
申
し

込
み
…
３
月
５
日
出
ま
で
に
。

　
な
お
、
自
宅
か
ら
総
合
福
祉
会

館
ま
で
、
必
要
な
犬
は
送
迎
し
ま

す
。
ま
た
、
障
害
者
用
の
ト
イ
レ

も
あ
り
未
了
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
３
月
1
6
日
の
当
日
に
、
車
い

ず
利
用
者
と
一
緒
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
ま
で
。
多
数
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
″
ク
製
品
成
形
・
溶
接

▼
経
費
・
・
・
受
講
料
は
無
料
（
た
だ

し
、
教
科
書
・
作
業
衣
・
安
全
靴

な
ど
の
実
費
が
必
要
で
す
）
▼
願

書
提
出
先
・
・
・
最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所
へ
▼
問
こ
Ｂ
せ
・
：
京
都

技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
（
豊
０
７
５

叫
7
3
9
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

た
は
廃
車
申
告
受
付
書
と
印
鑑

▽
廃
車
・
転
出
・
市
外
へ
譲
渡

…
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑

▽
市
内
間
で
の
譲
匝
・
・
・
相
方
の

印
鑑
ま
た
は
、
譲
渡
証
明
と
譲

受
人
の
印
鑑
。

　
な
お
、
市
役
所
で
紐
二
五

に
以
下
の
バ
イ
ク
に
つ
い
て
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
軽
自
動
車

は
軽
自
動
車
協
会
（
豊
０
７
５

剛
6
5
1
6
）
、
二
輪
の
小
型
自

動
車
は
陸
運
支
局
（
豊
０
７
５

剛
9
7
6
1
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。－――－――

　
お
済
み
で
す
か

　
市
・
府
民
税
の
申
告

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
申
告
期

限
は
、
三
月
十
五
日
出
で
す
。

　
あ
な
た
の
申
告
は
も
ラ
お
済

み
で
し
ょ
ラ
か
。
期
限
間
近
に

な
り
乖
を
、
窓
口
が
混
雑
し

長
時
間
待
っ
て
い
た
だ
ぐ
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
出
来
る
だ

け
早
目
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
税
課
）
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　献血

●17日(宇治市役所10時～正午と13時～15時

半),

20日(日本ジフィー食品〈株〉10時～

正午)、20日(三和研磨工業〈株〉13時半～

15時半),

28日(上羽商事〈株〉南支店10時

～正午一主催･東目JIに束目川第２町内会)、

28日(宇治病院13時半～15時半)。

　　飼えなくなった犬・猫の引き取り

●10日(木幡公民分館10時40分発。小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂ｎ時10分発。宇

　治保健所11時半着)｡その他、毎週月曜日

　(午前9I1#～lO時半)宇治保健所で実施。

　　相談あんない

●青少年相談(25日、市民会館13時～16時)。

●京都府交通事故相談(5日、19日、京都府

　宇治地方振興局a⑩2049、9時～16時)。

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）

交通事故の法律問題、示談のしかた、賠障

額の算定など、お気軽にご相談ください。

　社会福祉協議会の法律(定員io人）・年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は, 60年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で。消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相
l談は月～金曜日の10時~16時に総合福祉

ｌ会館3階の家庭児童相談室（S(§8698）

　亡。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

ミ金曜日の９時～16時に総合福祉会館２階

ミの老人福祉センター（iS⑩5652）で。
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　　　　　　3月3日(月)から

　３月3日(月)から、燃えるゴミの収集曜日・時間が変

わります。

　月・木。火・金、水・土の週２回収集形態は変わりま

せんが、曜日と時問帯が変わる地区がありますので、ご

注意ください。各地区の収集曜日は､下表のとおりです。

時間帯については、既に町内会、自治会を通じてお知ら･

せしています。お間違いのないよう、ご協力をお願いし

ます。詳しくは、清掃事務所(a@3i4i)までお気軽に

お問い合わせください。

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141）　　　　　　　　　　　　　　　し　尿（城南衛生・理組合電話075－631－5171）　　　　　　宇　　治（半白）

1　　18　小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）

　　　　　　羽拍子町（国道筋）　　　　　　伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

1　　22　北畠、桧尾、平尾、須留
3　　24　花揃、赤塚、陣之内(国鉄以東)、御S、御蔵山畑山田、北御s、正中(国鉄以東)、町並一一部
4　　25　北御蔵山(平尾)．中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域

　　　　　　小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

3　　19　　　　　道筋以南の西浦）
　　　　　　伊勢田町（遊田、砂田）　　　　　　西大久保府営住宅（33～43棟）

　　　　　　正中(国鉄以西)、西中一部、東中(国鉄以西)、陣之内(国鉄以西)、河原、北島、徳永、
5　　26柿ノ木町、一丁目、札ノ辻町、紺屋町
6　　27　内畑、西中、中村(国鉄以西)、大瀬戸(国鉄以西)、壇ノ東、西浦、貪旨小路、南端(国鉄以西)
7　　28　大林、梅林　芦ノ東ぐ国鉄以西)、丙浦一部

　　　　　　小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前

4　　20　　　　　　までの市道筋以北の西浦）
　　　　　　伊勢田町m遊田）

10　　31　寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地　大林一部
11　4/1　西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部

　　　　　棋島町（全域）
5　　21　小倉町（近鉄以東の新田島）　　　　　宇　　冶(戸ノ内　蔭山. 国道以北の前廟･天袖)

12　4/2　福角(国鉄以西)、日皆田、岡本．上村、大八木島
13　4/3　車田一部、平町、一里塚、戸ノ内(棋島飛地)
14　4/4　車田、丸山、出口(国鉄以西)、森本(国鉄以丙)谷下りぐ国鉄以西)

　　　　　　木　　幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ

6　　24　　　　　　内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山
　　　　　　　　　　畑　国鉄以東のif巾･東中)

15　4/5　福角(国鉄以東)、折iR(府道以東)平野、一番m　二番割　コ番割一部
17　　　　西浦(国鉄以東)、三番割、芝ノ東(府道両側丿　m端国鉄以東)
18　　　　芝ノ東(府道以東)、広岡谷、南山(A)、中村(さっきヶ丘)

　　　　　　六地蔵（全域）　　　　　　木　　幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、
7　　25 ?祭吊宍山畑｀南山｀南端｀国鉄以西゜正中

　　　　　　五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

19　　　　南山(Ｂ)、金草原
20　　　　　南山畑、北山畑、大瀬戸(国鉄H東)、巾村(国鉄以東)、東巾(国鉄以東)北畠一都

12　4/2　笠取

　　　　　　木　幡（熊小路）
　　　　　　五ケ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川
　　　　　　　　　　原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西
10　　26 浦、新開、平野．折坂．福角、ｒ・二・三番
　　　　　　　　　　割、国鉄以西の芝ノ東、高峯山）
　　　　　　菟　　道（平町）

白川・志津川・菟道・宇台・神明・広野町・開町・大久保町地域

1　　22　小根尾、大開一部、尖山一部．宮東(城南荘本通り以西)、宮西、宮北
　　　24　野神、大谷、弐番(府道以南)、大谷山(権見町)、琵琶、若森(国鉄以南)、矢落(国鉄以南)、
３　　　　宮東(城南荘本通り以東)
4　　25　下限　笙港　壱番　妙楽、宇文字、里尻(国鉄以南)、塔川
5　　26　蓮華、乙方、東内、又振、山田．紅斎、白川、金井戸、山本、荒棋、田中、大后内、妙貝　志津川

　　　　　　五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、
　　　　　　　　　　戸ノ内､･京大宿舎）
　　　　　　菟　　道（平町を除く全域）
11　　27　明星町（全域）
　　　　　　志津川（全域）
　　　　　　羽戸山１～４丁目　　　　　　宇　　治（山本、乙方、東内、又振、山田）

　　　　　森本(国鉄以東)、段ノ上、薮里．東西隼上り､･東中、西中、河原、門前、只川、中筋.
6　　27 池山、谷下り(国鉄以東)、出口(国鉄以東)

17　　　　　田原、井ノ尻、日椋　平盛、南ノロ
　　　　　　北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保．南ノロー部、西裏、寺山(国鉄以西)、
18　　　　寺山(翠光園団地)

　　　　　　寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山(府道以南､'市道以東)、中島、
19　　　　石塚(心華寺通り以西)

　　　　　　字　　治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
　　　　　　　　　　塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、
　　　　　　　　　　池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）
12　　28　天神台１～３丁目

　　　　　　白　　川（全域）
　　　　　　折居台（全域）

20　　　　東畏、一里山、桐生谷、開町、石塚(心華寺通り以東)、宮北一部

　　簾

ず

　　｀　９ﾆ)

　し尿収集の届け出を

　家族や同居人に増減があっ
たり転出転居、浄化槽設置な
どで、し尿収集届出に異動が

あったときは市役所清掃事務
所へ届け出てください。

　　(城南衛生管理組合)

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

　　　　　　北山A- B ･ C ･ D団地、中央台、西山(国道以西).
1　　22 神楽田(山中含む)

　　　　　　小倉町（奥畑）
　　　　　　南陵町（全域）
　　　　　　羽拍子町（国道筋を除く全域）
13　　29　神　　明（全域）

　　　　　　宇　　治（蛇塚、大谷、野神一部）
　　　　　　琵琶台（全域）　　　　　　広野町（小根尾一部）

3　　24　戸.ﾉ内、矢落(国鉄以北)、若森(国鉄以北)、里尻(国鉄以北)、小桜
4　　25　東目川、西目川、南落合(0～3の通りまで)
5　　26　南落合(4の通り以降～13の通りまで)
6　　27　南浦(100-110、84～S、30～33)大京団地、山際一部
７　　Ｓ　南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)

　　　　　　山際、半白、薗場(大川原線以北)、大幡、北内、門口、幡貫、
8　29　郡、石橋(大川原線以東)

　　　　　　開　　町（国道筋を除く全域）
14　　31　広野町（小根尾、大開．尖山、宮谷、中島、丸山）

　　　　　　西大久保府営住宅(1～20棟）

10　　31　老ノ木･久保　西山f園道以東ゝ　蓮池　去内一部

　　　　１　東山ヽ天王ヽ蔭山ヽ吹前ヽ中川原(大川原線以東).11　4/ 十一(大川原線以東、国道以東)．十六(国道以東)、十八(国道以東)
　　　　　　広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除

　　　　　　　　　　く西裏・茶屋裏）15　　4/1　大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山．

　　　　　　　　　　久保）　　　　　　西大久保府営住宅（21棟～32棟）

12　4/2　寺内、西浦
13　4/3　南堀池(本通り以北)、南堀池く本通り以南)
14　4/4　南ii池(大和、田中)、Ji池

　　　　　　南遊田、遊田、砂田､･南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻
15　4/5　中ノ田、名木、浮面、安田町全域

　　　　　　安田町（全域）
　　　　　　伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中
　　　　　　　　　　ノ荒、ウトロ、南山）

17　　4/2　星野HI (回笛?if成田、国道筋の西裏・茶屋裏・派

　　　　　　　　　　出所前から近鉄踏切までの府道筋）　　　　　　大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

　　　　　　中山(近鉄以東)、大谷、西畑、中畑、春日森、―ノ坪．島前、17　　　　大町．大川原、中川原(大川原線以西)、石橋(大川原m以西)

18　　　　　巾山（近鈴以西),石五　若林
19　　　　　羽拍子町
20　　　　蛇塚、弐番(府道H北)、池森，米阪

-

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
3
月
分
）

ゴミの収集体制変更
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3月の燃えないゴミ・し尿収集日程表
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